
Ministry of Land, Infrastructure, Transport and Tourism

【機密性２】

個人情報保護法の改正について

総合政策局 情報政策課

平成２８年７月２２日



【機密性２】
個人情報保護法の改正のポイント

定義の明確化等

適切な規律の下で個人情報
等の有用性を確保

個人情報の取扱いのグロー
バル化

個人情報保護委員会の新設
及びその権限

個人情報の流通の適正さを
確保

・個人情報の定義の明確化（身体的特徴等が該当）
・要配慮個人情報（いわゆる機微情報）に関する規定の整備
・個人情報データベース等から権利利益を害するおそれが少ない
ものを除外
・取り扱う個人情報が5,000人分以下の事業者に対しても法を適用

・本人同意を得ない第三者提供(オプトアウト規定)の届出、公表等
厳格化
・トレーサビリティの確保（第三者提供に係る確認及び記録の作成
義務）
・不正な利益を図る目的による個人情報データベース等提供罪の
新設

・個人情報保護委員会を新設し、現行の主務大臣の権限を一元化

・国境を越えた適用と外国執行当局への情報提供に関する規定の
整備
・外国にある第三者への個人データの提供に関する規定の整備

・利用目的の変更を可能とする規定の整備
・匿名加工情報に関する加工方法や取扱い等の規定の整備
・個人情報保護指針の作成や届出、公表等の規定の整備


